	２４年度 第９回常務理事会議事録


１)日  時  平成２４年１２月１２日(水)１８：３０～２１：００
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、長谷川、立花
村井、大友、引地、沼田、安彦、大山
欠席者　　なし
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　長谷川、安彦
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
１２月　１日（土）　第２１回総合学術大会
　　　　　　　　　　　ＯＢ部総会・情報交換会

１２月１２日（水）　第９回常務理事会
平成２５年

　１月　９日（水）　第１０回常務理事会
　１月１６日（水）　第７回スキルアップカンファランス

　１月１９日（土）　ＣＴリフレシャーズ研究会
　１月２３日（水）　第５回理事会
　１月２５日（金）　みちのく核医学の会

　１月２６日（土）　マージャン大会

　１月２７日（日）　一般撮影基礎講習会

宮城県主催「放射線・放射能に関するセミナー・相談会」

１月１０日（木）、１７日（木）、２４日（木）、３１日（木）

２月　５日（火）、　７日（木）、１４日（木）

②議　題

協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．新法人移行の進捗状況について
　１２月３日、指摘事項について、回答書を作成して医療

整備課と懇談を行い、翌日、担当者と最終確認をして再
度回答書を提出した。１２月１２日、公益認定等委員会
部会において、前回質問事項を審議され、認定相当と
の結論となり、来月２３日の全体会で最終的な結論が出
される見込みとなった。
　指摘事項の内容は支部活動、会費納入率の件、未納
者の対策、理事の責任等である。特に今後の問題として
会費納入率が挙げられた。今年度は震災の影響が大き

いことで理解して頂いたが、　滞っている会費、未払いの
会費について、集金対策をしっかり行うこと、不良債権
にならないようにどこかで一回処理を行うことなである。
できる事であれば現在の母体で処理すべきであり、回収
見込みのない会員について整理してはどうかという指摘
であった。議論して頂きたい。

· １２月末日で、４年以上の未納者約３０名の会員に対して除籍処分の措置を取った。さらに、１２月初めに未納者全員に督促状を出した。さらに、２月初めにも最終的な督促状を出す考えでいる。

· 前年度は未収金の一部を貸倒引当金として処理して決算修正させて頂いたが、今年度も同じような処理をすると流動資産が減る。自由に使えるお金が減り、活動資金が減る。できるだけ安易に貸倒引当金の形にしないで、回収する方向で対応して頂きたい。また、前年度は１００万円ぐらいの別収入があったからよかったが、積立金を切り崩すことはできないので今年度は厳しい。
· 納入率が悪くなった理由として、日本診療放射線技師会と県技師会の会費の徴収制度が変わったことが挙げられると考えられる。今後制度を変えないようにしてほしい。
· ４年以上の未納者に対して除籍処分を行ったが、今後、新法人移行後の未納者の対策として、どのように対応していくかを理事全員に問題点を投げかけて、検討してもらいたい。
　　　一つは、何年以上未納の方の債権を貸し倒れ引当

　　　金として処理するか、二つ目は、何年以上の未納　

　　　の方に対して除籍処分にするかを次回理事会で決

議して頂きたい。
· 今年度は４年以上の未納者に対して除籍処分等の措置を行い、新年度、新法人になってから２年か３年で除籍処分ができる厳しい会費納入諸規定を作る方向で進めてきた経緯がある。議論することに関しては良いと思う。年度末になるが支部・理事の協力を頂いて、納入促進の努力をしなくてはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．役員改選について
　各支部から理事推薦者、理事候補者が報告されてきたが、現在までに届けていた理事数は定員に達していない。今月中に調整しなければならない。推薦者を検討してほしい。
· 第１支部と第２支部に欠員が出ている、会長推薦として早急に検討することとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
３．平成２５年度事業計画案について
　各部の事業計画案について報告を受けた。全体として、タイムスケジュール的な計画をたてることと内容の充実を図ること、各種委員会の必要性と担当の分担、データベースの管理・再構築等について議論した。

　再度、各事業計画案を次回常務理事会で検討して、第
５回理事会に提案することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
４．日本診療放射線技師会代議員選挙について
　代議員立候補者を年内中に届け出をしなくてならない。会員から日本診療放射線技師会に立候補届がないとして、３名推薦しなければならない。理事から推薦者を出したい。どのようにするか。
· 次回理事会で推薦者を選ぶこととする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
５．その他
①　平成２５年度総会開催について
　平成２５年５月１８日に平成２４年度の事業報告の総会

をエルパーク仙台を予約した。公益法人に移行後の平

成２６年度の事業計画３月総会の開催をどうするか。

· 公益法人移行後の総会は年１回となるので計画しなくても良い。

· 表彰と退職者祝賀会をどの時期に行えばよいか。
· ５月の総会で行う方向で検討してはどうか。

　

②　新理事研修会について　
　これまで、役員改選後に新理事に対して事務引き継ぎ

等の目的で研修会をおこなってきた。４月２０日に予定を

立てているが今回はどのようにすればよいか。

　

· 第１回理事会でいろいろな諸規定を承認してもらうため、時間を多めにとって研修会を含めた理事会を開催してはどうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
③　仙台乳房撮影研究会から名義後援依頼がきている。後援してよいか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
④　県技師会マージャン大会　日程変更にについて

　　２５年２月　２日（土）開催予定であったが、会場が取れなく、一週間前か後に変更したい。

-　開催日程が確定したなら早急に変更の広報を行う

了承

　各部・委員会報告事項
１．総務部
①　宮城県公衆衛生協会公衆衛生功労者（団体）

推薦依頼について
　原発事故による放射線被ばくに関する住民への相談会の活動内容を書いて推薦書に提出した。
②　フレッシュマンズセミナーの開催について

　例年開催している就業１・２年目を対象とした研修会を

６月８日（土）に開催する計画を立てている。

２．学術部
①　「静脈抜針統一講習会」の報告

１１月１８日（日）、東北大学医学部臨床講義棟２階臨床大講堂で開催、参加者４７名（宮城県１３名）
②　第６回スキルアップカンファレンス報告
１１月２１日（水）、１９時より仙台医療センターで開催
参加者４１名（会員:２７名，非会員:１４名）

③　第２１回総合学術大会について

１２月１日（土）、宮城県建設産業会館で開催

参加者６３名（会員：６１名、非会員２名）
　例年とは異なる内容であったが充実した大会であると思われた。特に、シンポジウムにおいてのそれぞれの立場からの発言では、我々の今の立場、後輩への育成、患者に向き合う姿勢など思いもよらないこともあり、これを今後に活かすべきであろうと考えさせられた。是非、会報に原稿を掲載して参加できなかった会員に伝えたい。
３．法人部
①　第２回「「保健医療関係者、教育関係者等に対する放射線の健康影響等に関する研修について

　平成２４年１２月３日から５日、第２回が開催される。

　放射線管理被ばく対策委員会の本舘委員長が参加した。
②　電力ビル医療画像展報告
11月13日（火）から17日（土）まで５日間開催した。

医療画像のパネル展示、放射線診療のビデオ上映、

最終日は宮城県臨床検査技師会による超音波装置の展示と説明、骨密度測定、被ばく相談を行った。来場者は１５３１名であった。
③　多賀城市高橋生活センター医療画像展について
会場が衆議院選挙の投票所となるため延期した。

近日中に町内関係者と懇談して、今年度中に実施できるように調整する。
④　宮城県主催「放射線・放射能に関するセミナー・相談会」について

　１２月１１日現在で、協力してもらう相談員は延べ２５名である。協力して頂く施設に技師会から施設長宛てに依頼状を発送している。５名以上の相談員を目標にしているがまだ不足している。
日程は以下の通りである。
　１月１０日（木）気仙沼市、１７日（木）大崎市、

２４日（木）石巻市、３１日（木）栗原市

２月　５日（火）登米市、　７日（木）白石市、

１４日（木）多賀城市

⑤　被ばく相談研修会と管理士学術大会について

　宮城県からの被ばく相談会の依頼を受け、これまでの原発事故への対応を参考に被ばく相談研修会開催の検討を行ってきた。その過程で甲状腺疾患について知りたいとの意見が寄せられていた。幸い、阿部会長の紹介で世界的に実績のある東北大学の藤盛先生の講義を聴ける可能性が出てきた。貴重な機会を生かすため、管理士学術大会の講師としてお呼びする方向で調整している。

⑥　宮城地区「緊急被ばく医療ネットワーク会議」に参加
　平成２４年１１月３０日、第１回の会議が開催され、東北大学から阿部会長、技師会から村井法人部長が出席した。

　東日本大震災における女川原発の状況報告、その後の安全対策について質疑が交わされた。今後は東日本大震災の教訓を生かして大幅にマニュアルを見直すこととした。

⑦　放射線診療に用いる医療機器の安全管理アンケートについて

　第８回常務理事会で検討して頂いたアンケート項目内容を放射線機器管理士班の委員長、業務調査担当理事と再度協議を行っている。第５回理事会までにはアンケート内容を提示できるように調整している。
４．広報部
会報第７９号の原稿、締切厳守でお願いしたい。
－　平成２５・２６年度の理事立候補者の掲載をお願

いする。

－　来年１月２７日の一般撮影講習会の広報をホーム

ページに掲載をお願いする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
５．財務部

　来年１月から復興税がかかることになる。詳しい内容等について調査中である。
６．財務月例会計報告（１１月分）
①　４５０，０００円手許現金化。
2 事務局前渡し金７０，０００。
3 タックシール代金１８，９００円振り込む。

4 学術大会、講師謝金６０，０００円、

講師旅費・宿泊費３３，５８０円
７．事務局報告
①　会員異動
１．　新入会　　　なし
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　

　　南部　武幸　　　　東北大病院
　　　　　　　　　　　　　　→　公立大学法人福島医科大学
４．　転　出　　なし
５．　転　入　　なし
６．　退　会　　　

　　橘　夏枝　　　　　予防医学協会

　　沼津　正敏　　　自宅（死亡）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員数　　５４０名
②　賛助会員異動

　コヴィディエンジャパン（株）代表者変更

　　野田　良　→　上田　邦房

８．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時００分閉会となる。
２０１２年１２月１２日
議　　　　　長

会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　

常務理事    長谷川　圭三　　㊞

常務理事  　　安彦　茂　　㊞

